
「このことなら私に聞いて」 “This is my area ー feel free to ask!”
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消化管外科医
(専門は大腸)

◎消化管外科医を⽣かした、患者由来の臨床検体を採取可能
Ex. 消化管がん患者における血清、健常者の血清、

手術検体(がん組織)、病理検体

◎大腸がん患者を中⼼とする臨床病理学的データシートの解析

◎ヒトがん細胞株を用いた、
細胞実験(薬剤感受性/ウェスタンブロット/PCRなど)
動物実験(PDXモデル/皮下腫瘍・肝転移・腹膜播種モデル/Luc assayモデル)
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私のこれまでの研究
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↓↓↓

癌細胞が転移先の微小環境で鉄を利用して⽣着・増殖を果たしていること、
PPMX-T003がこの「⽣着ニッチへの適応」を特異的に遮断している可能性が示唆された

①大腸癌組織ではトランスフェ
リン受容体(TFRC)が高発現し、

遠隔転移と正に相関した

②抗TFRC阻害抗体薬
「PPMX-T003」が、
抗腫瘍効果を示した

③PPMX-T003はin vivoで
大腸癌の肝転移や

胃癌の腹膜播種を抑制した

Endo M, et αl., Clinical-stage human anti-transferrin 
receptor antibodies suppress colorectal cancer metastasis.
Signal Transduct Target Ther. 2026 (in press)
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◎進⾏直腸癌に対して全術前補助療法(TNT)や化学放射線療法(CRT)を実施
局所の制御をしてから⼿術を⾏うことで局所制御(腫瘍縮小)は劇的に改善した

◎一方、TNTやCRT後に根治⼿術をしても遠隔再発してしまう症例がある

『TNT/CRT後も残る遠隔転移リスクを、鉄代謝から層別化して治療できないか︖』

↓↓↓

がん種を問わず、すべてのがん患者さんが苦しむ遠隔転移を、
鉄代謝の観点から救いたい︕

「私の研究（関心事）はこんな感じです。」 “This is what I'm working on!”



「こんなこと知りたい、話し合いたい︕」 ”What I’d like to explore and discuss together!”
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今後は直腸癌CRT前後のペア検体を用いて、空間マルチオミクス解析を実施予定
治療前後に⽣じる鉄代謝関連遺伝⼦・タンパクの変化を紐解く

↓↓↓

『がん種問わず、悪性腫瘍における鉄代謝およびTFRC依存性はどの様か︖』
『治療の前後で、どのような空間的変化を介して鉄代謝は変化するか︖』

『転移先での微小環境で、鉄代謝は生着・増殖に関してどのような役割を果たすか︖』

以上の問いを、(三大学合同で)解明したいと思っています︕

1. 空間マルチオミクスデータのAI・数理解析
2. 鉄遮断がもたらすクロマチン・核内エピゲノム変化の特定
3. 鉄代謝改変マウス病態モデルを用いたin vivo機能・併用効果検証
他にも、コラボレーションできる研究があればご一緒したいです︕


